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優秀作品の表彰

五月晴れ（富士宮市上野）
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静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課
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TEL 054－221－3042
FAX 054－221－3564

　新緑の候、会員の皆様には、益々御健勝のこととお慶び申し上げます。
　４月１日付けで静岡県交通基盤部河川砂防局技監を拝命しました梅原です。このたび、全国治水砂防協会静岡県
支部の常任幹事に就任しましたので、よろしくお願いいたします。
　平成29年は、全国で過去10年間で最大を記録した平成28年の1,492件を上回る1,514件と多くの土砂災害が発生し
ました。特に、７月の九州北部豪雨や９月の台風18号、10月の台風21号などにより、４年ぶりとなる47都道府県全
てで土砂災害が発生し、死者・行方不明者24名、人家被害701戸の甚大な被害が発生しております。本県では48件
の土石流・がけ崩れが発生し、負傷者１名、住宅一部損壊９戸の被害が発生しましたが、この内５箇所でこれまで
整備していた擁壁などの防止施設が崩壊土砂や倒木をくいとめ、住宅などへの被害を軽減することができました。
　静岡県では、土砂災害から県民の生命と財産を守り、安全で安心して暮らせる社会を実現するため、砂防堰堤や
擁壁等の土砂災害防止施設を整備するハード対策と警戒避難体制整備への支援などのソフト対策が一体となった総
合的な土砂災害対策を鋭意進めております。
　住民の早期避難につながるソフト対策では、土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定を進めており、
指定の対象となる18,581箇所の土砂災害危険箇所の内、昨年度末で15,418箇所の指定が完了しました。本年度には
指定のための基礎調査を終了させるとともに、市町と連携し平成31年度の指定完了を目指しています。また、市
町の避難勧告の発令や住民の自主避難などにつながる土砂災害警戒情報の発表やインターネットによる基礎調査結
果等の公表、土砂災害防止講習会や出前講座による県民への防災知識の普及にも取り組んでいます。
　いずれの施策につきましても、会員の皆様との協調、連携により初めて成果をなすものでありますので、会員の
皆様方には、今後ともより一層の御支援と御協力をお願い申し上げます。

平成30年4月1日
全国治水砂防協会静岡県支部　常任幹事　　梅原　正

　新緑の候、会員の皆様には、益々御健勝のこととお慶び申し上げます。
　４月１日付けで静岡県交通基盤部河川砂防局技監を拝命しました梅原です。

新年度新年度の御挨拶御挨拶新年度の御挨拶

砂防協会

谷口　友香
・・砂防協会関係の
　事務・経理

技　師

山本　絢也
・・地すべり事業（国交）
・・災関緊急地すべり事業（国交）
・・地すべり区域の指定（国交）
・・土砂災害警戒情報

主　査

佐藤　一樹
・・地すべり事業（農地）
・・災関緊急地すべり事業（農地）
・・地すべり区域の指定（農地）
・・急傾斜地の指定

主　任

村井　達郎
・・交付金急傾斜地事業
・・災関緊急急傾斜地事業
・・急傾斜地崩壊対策の技術基準

主　査

松永　信一
・・地すべり事業（林野）
・・災関緊急地すべり事業（林野）
・・地すべり区域の指定（林野）
・・県単急傾斜地事業

班　長

油井　克之
・・傾斜地保全班の総括
・・直轄地すべり事業の調整

技　師

神田　芽伊
・・情報基盤整備事業
・・基礎調査結果の公表
・・土砂災害防止の広報・啓発

主　任

小田　匠
・・交付金砂防事業
・・砂防技術基準

主　査

相場　啓嗣
・・警戒避難体制整備の促進
・・砂防関係指定地内行為
　許可の内技術面の審査

主　査

渥美　晃岳
・・演習場周辺地区障害防止事業
・・基礎調査
・・土砂災害警戒区域等の指定

班　長

早川　光一
・・砂防班の総括
・・直轄砂防事業の調整
・・富士山の火山噴火対策

副班長

松村　昌広
・・県単砂防事業
・・災関緊急砂防事業
・・砂防指定地の指定
・・伊豆東部火山群の火山噴火対策

傾斜地保全班砂 防 班

※指定地管理及び砂利・砕石関係事務等は、
　「河川砂防管理課」で担当します。

河川砂防管理課
河川砂防管理班

3028
3034

 （課長）渥美 敏行
 （班長）北山 真邦  （主査）田中 宏和  （主任）天野 千晴  （主事）柿本 直樹

砂防課長

北沢　隆夫
河川砂防局技監

梅原　正

マイクロ
341

マイクロ
342

土砂災害
110番
　3042

土砂災害
110番
　3044

課長代理

杉山　一仁
・・課長の代理
・・砂防協会、砂防ボランティア事務　3040

　3041

土木防災課 3033※水防に関すること、交通基盤部内の防災対策の総合調整及び災害復旧事業の総括に関することについては、
　同室内にある「土木防災課」で担当します。

　3043

　3382

　3382



※ 太字の行事について、会員の積極的なご参加をお願い申し上げます。

土砂災害防止月間
がけ崩れ防災週間
土砂災害防止月間
がけ崩れ防災週間

月　日 時刻 活　　　動 会場等

18日㈬

14：15

11：00

15：00

24日㈭

30日㈬

30日㈬

4月

5月

全国治水砂防協会静岡県支部会計監査

（一社）全国治水砂防協会平成30年度（第82回）通常総会

全国治水砂防協会静岡県支部役員会

全国治水砂防協会静岡県支部平成30年度（第73回）通常総会

中島屋グランドホテル（静岡市）

砂防会館（東京都）

中島屋グランドホテル（静岡市）

中島屋グランドホテル（静岡市）

15日㈮

下　旬

市町等砂防担当職員研修（防災研修）

東海地区砂防協会支部長・砂防課長合同会議

16日㈯ みんなで防ごう土砂災害（砂防フェスティバル） 青葉シンボルロード（静岡市）

23日㈭～25日㈯8月

10月

市町長等砂防関係事業県外視察 和歌山県・三重県

中　旬2月 第59回砂防および地すべり防止講習会 砂防会館（東京都）

下　旬 市町等砂防担当職員研修（現場研修） 静岡県内

11：00 全国治水砂防促進大会 砂防会館（東京都）

静岡県内

3日㈰ 土砂災害・全国防災訓練 静岡県内各地

1日㈮～30日㈯

〃　

〃　

6月

〃　

〃　

〃　

〃　

11月

〃　

土砂災害防止月間 静岡県内各地

1日㈮～7日㈭ がけ崩れ防災週間 静岡県内各地

岐阜県内

20日㈫

❸

【平成3 0年度の行事予定】

　土石流、地すべり、がけ崩れなどの土砂災害は、主に雨が原因となって発生します。梅雨時は雨が多く土砂災害
が発生しやすい時期です。近年は頻発化する局地的豪雨による被害が増えていますので、雨が降りだしたら防災・
気象情報などに注意しましょう。
　毎年、6月を土砂災害防止月間として、県民が土砂災害防止についての理解と関心を深めるため、国、県、市町
などの関係機関が連携し、防災パトロール、啓発チラシの配付、講習会を実施しています。

1日～30日

3日

16日

　
9月15日

6月

6月

6月
　

6月1日～

急傾斜地パトロール（重点実施）

土砂災害・全国防災訓練

みんなで防ごう土砂災害（砂防フェス
ティバル）の開催（青葉シンボルロード）

「土砂災害防止に関する絵画・作文」の
作品募集

行 事 予 定

6月1日㈮▶ 7日㈭
6月1日㈮▶30日㈯

平成29年度 砂防フェスティバルの様子



❹

速報

静 岡 県 の 砂 防 関 係 予 算

　平成30年度当初予算が平成30年2月県議会定例会において可決され、静岡県一般会計の歳出総額は1兆1,872億円で、
前年度に比べ186億円の減、対前年度比98.5%でした。
　砂防関係事業の予算総額は95億3,946万円で、前年度より約4,110万円の減、対前年度比99.6%となりました。
　主な内訳は次のとおりです。

　国の補助や交付金を得て、渓流、急傾斜地等に砂防施設等の整備を行うとともに、「土砂災害防止法」に
基づく区域指定のための基礎調査等を実施します。

　国庫補助事業や交付金事業に採択されない箇所について、砂防、地すべり防止、急傾斜地崩壊防止工事
を実施します。

　富士山、安倍川、狩野川において、国土交通省が行う直轄砂防事業及び、由比地区直轄地すべり対策事業
に対する県負担金です。

成30年度当初予算が平成30年2月県議会定例会において可決され、静岡県一般会計の歳出総額は1兆1,872億円で、
度に比べ186億円の減、対前年度比98.5%でした。

当初予算当初予算
9595億3,3,946946万円余万円余

当初予算
95億3,946万円余

平成30年度

（平成30年度当初）

（平成30年度当初）

●県予算と
　交通基盤部予算

●交通基盤部
　所管予算

砂防関係
予　算

❹

（単位：億円）

交通基盤部所管予算（一般会計）

交通基盤部所管分：交通基盤費及び災害復旧費である。

県予算と交通基盤部所管予算（一般会計）

その他は、議会費、経営管理費、文化・観光費、
くらし環境費、危機管理費、諸支出費及び予備費である。

教育費
2,421

（20.4％）

交通基盤費交通基盤費
1,095（9.21,095（9.2％）
交通基盤費
1,095（9.2％）

災害対策費97（0.8％）

公債費
1,858
 （15.7％）

経済産業費697（5.9％）

警察費801（6.7％）

健康福祉費2,307（19.4％）

その他2,596（21.9％）

建設支援費1（0.1％）

河川砂防費386（32.9％）

道路費
416

（35.5％）

港湾費91（7.8％）

都市費122（10.4％）

災害復旧費78（6.6％） 交通基盤管理費78（6.7％）

11

22

33

一般公共事業　　

国直轄事業費負担金

県単独事業

63億4,600万円（前年度当初比100.7％）

15億8,500万円（前年度当初比100.0％）

16億600万円（前年度当初比100.0％）
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（単位：千円、％）

84.455 86.045

※本グラフには国直轄事業負担金と
　砂防管理費は含まれておりません。

※平成30年度は当初予算額

96.540

75.055

砂防事業
地すべり対策事業
急傾斜地崩壊対策事業

県単独砂防事業等
ソフト対策事業

農林地すべり対策事業
砂防等維持修繕・調査費200
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億円

昭和50 55 60 平成2 7 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

82.361
89.650 90.091

20.509

58.854

78.669

137.492

198.443
228.335

130.431

164.551

147.617

131.453

98.673
106.737

98.528

年度23 24 25 29

85.810

30

❺

85.455

2015

80.919 82.437 81.803

26

82.675

27 28

砂　　防　　費 （第4目） 計

 農林地すべり対策費 （第5目） 計
★ 国直轄事業費負担金 （第6目） 計

合　　　　計
合計から を除く

一

般

公

共

事

業

農地地すべり
農地地すべり（災害関連分）
治山地すべり
治山地すべり（災害関連分）

災害関連緊急事業　計

生活環境整備事業　計

災害関連緊急砂防
災害関連緊急地すべり対策
災害関連緊急急傾斜地崩壊対策

施設整備
指定促進対策

砂防等維持修繕
砂防等調査
砂防等台帳整備

一般公共事業　計

県

単

独

事

業

生

活

環

境

整

備

県単独事業　計

一
般
公
共

農林地すべり県単事業　計

県単農地地すべり
県単治山地すべり
生活環境整備事業　計

県
単
独

砂防
地すべり対策

農地地すべり
治山地すべり

急傾斜地崩壊対策
その他（維持修繕・調査）

砂防県単事業　計

災害関連分

合計から★を除く

事 業 名 当初　 A
平 成 3 0 年 度

当 初 　 B
平 成 2 9 年 度

最 終 　 C A ／ B A ／ C

★ 砂防管理費 （第1目） 計

河川改良費 （第2目） 計

砂防事業
急傾斜地崩壊対策事業

豪雨対策緊急事業

効果促進事業（ソフト）

地すべり対策事業　計

砂　

防
地
す
べ
り
急
傾
斜

防
災・安
全
交
付
金

砂防事業　計

急傾斜地崩壊対策事業　計

地すべり対策

急傾斜地崩壊対策

通常砂防
地すべり対策
急傾斜地崩壊対策

地すべり対策
砂防

急傾斜地崩壊対策

地すべり対策
砂防

緊急輸送路関連土砂災害対策
急傾斜地崩壊対策

急傾斜地崩壊対策事業費補助

農林地すべり一般公共事業　計

1 0 , 1 8 9 , 4 6 5
9 , 5 3 9 , 4 6 5
8 , 5 8 1 , 0 0 0

1 0 , 1 4 0 , 4 6 5
9 , 4 9 8 , 4 6 5
8 , 5 3 2 , 0 0 0

1 0 , 7 8 4 , 3 2 2
1 0 , 1 3 3 , 5 8 7
8 , 6 0 4 , 5 0 5

1 0 0 . 5
1 0 0 . 4
1 0 0 . 6

9 4 . 5
9 4 . 1
9 9 . 7

情報基盤緊急整備

緊急改築（砂防）
緊急改築（地すべり）

基礎調査
総合流域防災事業　計

総
流
防

火山砂防事業
通常砂防事業

火山噴火緊急減災対策

防災・安全交付金　計
東富士演習場周辺地区障害防止対策事業

特定緊急砂防
特定緊急地すべり対策

通常国庫補助事業　計

災害緊急整備

2 , 4 6 5

6 5 7 , 3 0 0
3 1 5 , 0 0 0
2 6 , 2 5 0
9 9 8 , 5 5 0
3 3 3 , 9 0 0
3 3 3 , 9 0 0

2 , 2 6 6 , 1 5 0
2 , 2 6 6 , 1 5 0

6 3 , 0 0 0
4 2 , 0 0 0
3 1 , 5 0 0
7 2 4 , 5 0 0
8 6 1 , 0 0 0

4 0 0
4 , 4 6 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

3 6 2 , 0 0 0
1 , 2 8 0 , 0 0 0
1 7 3 , 0 0 0

1 , 8 1 5 , 0 0 0
6 , 3 0 5 , 0 0 0
3 7 8 , 0 0 0
5 4 , 0 0 0
5 9 2 , 4 0 0

2 9 2 , 6 0 0
1 5 9 , 0 0 0
1 1 , 0 0 0

1 , 4 8 7 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
9 8 , 0 0 0

1 , 5 8 5 , 0 0 0
3 7 8 , 0 0 0
5 4 , 0 0 0
6 9 0 , 4 0 0
4 6 2 , 6 0 0

1 , 5 8 5 , 0 0 0
7 , 8 9 0 , 0 0 0
2 1 7 , 0 0 0
2 3 , 0 0 0
2 0 0 , 0 0 0
6 5 , 0 0 0
5 0 5 , 0 0 0
6 3 , 0 0 0
7 4 , 0 0 0
1 3 7 , 0 0 0
1 3 7 , 0 0 0
2 8 0 , 0 0 0
2 7 4 , 0 0 0
8 8 , 0 0 0
6 4 2 , 0 0 0

1 , 6 0 6 , 0 0 0

2 , 3 6 9
2 0 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0
2 0 0 , 0 0 0

1 , 1 6 8 , 7 9 9
5 9 8 , 5 0 0
2 0 , 9 6 1

1 , 7 8 8 , 2 6 0
3 6 3 , 3 0 0
3 6 3 , 3 0 0

2 , 3 5 4 , 4 0 8
2 , 3 5 4 , 4 0 8

9 4 , 5 0 0
8 6 , 1 0 0
3 1 , 5 0 0

1 , 0 5 2 , 1 0 0
1 , 2 6 4 , 2 0 0

4 0 0
5 , 7 7 0 , 5 6 8

1 4 , 7 5 2

3 8 3 , 4 5 0

3 8 3 , 4 5 0
6 , 1 6 8 , 7 7 0
3 7 8 , 0 0 0
5 4 , 0 0 0
5 9 2 , 4 0 0

2 9 2 , 6 0 0
1 5 9 , 0 0 0
1 1 , 0 0 0

1 , 4 8 7 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
9 8 , 0 0 0

1 , 5 8 5 , 0 0 0
3 7 8 , 0 0 0
5 4 , 0 0 0
6 9 0 , 4 0 0
4 6 2 , 6 0 0

1 , 5 8 5 , 0 0 0
7 , 7 5 3 , 7 7 0
3 3 2 , 8 4 2

1 8 0 , 8 9 3

5 1 3 , 7 3 5
6 3 , 0 0 0
7 4 , 0 0 0
1 3 7 , 0 0 0
1 3 7 , 0 0 0
3 9 5 , 8 4 2
2 5 4 , 8 9 3

6 5 0 , 7 3 5
2 , 1 7 7 , 4 4 8

1 0 0 . 0

1 0 2 . 2
1 1 3 . 3
1 0 0 . 0
1 0 5 . 7
8 8 . 7
8 8 . 7
9 8 . 4
9 8 . 4
3 3 . 3
1 8 2 . 5
1 1 6 . 7
1 0 0 . 0
9 9 . 8
5 0 . 0
9 9 . 6
3 0 0 . 0

1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 7
9 9 . 7
9 2 . 6
9 9 . 0

9 7 . 1
1 0 6 . 0
1 0 0 . 0
9 9 . 3
1 1 2 . 5
1 0 0 . 0
1 1 0 . 2
1 0 0 . 0
9 9 . 7
9 2 . 6
1 0 0 . 6
1 0 0 . 2
1 0 0 . 0
1 0 0 . 5
1 0 4 . 1
1 0 0 . 0
9 9 . 5
1 0 0 . 0
1 0 1 . 6
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 3 . 2
9 9 . 6
1 0 0 . 0
1 0 1 . 2
1 0 0 . 0

1 0 4 . 1
　
　
　
　

57 . 5
5 9 . 6
1 2 5 . 2
5 9 . 0
8 1 . 5
8 1 . 5
9 4 . 7
9 4 . 7
2 2 . 2
8 9 . 0
1 1 6 . 7
6 8 . 9
6 7 . 9
5 0 . 0
7 7 . 0
6 1 0 . 1

9 4 . 4
　
　

47 3 . 3
1 0 2 . 9
9 9 . 7
9 2 . 6
9 9 . 0
　
　

　

　
　
　

97 . 1
1 0 6 . 0
1 0 0 . 0
9 9 . 3
1 1 2 . 5
1 0 0 . 0
1 1 0 . 2
1 0 0 . 0
9 9 . 7
9 2 . 6
1 0 0 . 6
1 0 0 . 2
1 0 0 . 0
1 0 2 . 3
6 7 . 9
　

1 1 0 . 0
　

9 9 . 9
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
7 3 . 0
1 0 7 . 1

　
9 9 . 9
7 3 . 8

2 , 4 6 5

6 7 2 , 0 0 0
3 5 7 , 0 0 0
2 6 , 2 5 0

1 , 0 5 5 , 2 5 0
2 9 6 , 1 0 0
2 9 6 , 1 0 0

2 , 2 3 0 , 5 5 0
2 , 2 3 0 , 5 5 0

2 1 , 0 0 0
7 6 , 6 5 0
3 6 , 7 5 0
7 2 4 , 5 0 0
8 5 8 , 9 0 0

2 0 0
4 , 4 4 1 , 0 0 0

9 0 , 0 0 0

3 6 2 , 0 0 0
1 , 2 8 0 , 0 0 0
1 7 3 , 0 0 0

1 , 8 1 5 , 0 0 0
6 , 3 4 6 , 0 0 0
3 7 7 , 0 0 0
5 0 , 0 0 0
5 8 6 , 4 0 0

2 8 4 , 0 0 0
1 6 8 , 6 0 0
1 1 , 0 0 0

1 , 4 7 7 , 0 0 0
9 0 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
1 0 8 , 0 0 0

1 , 5 8 5 , 0 0 0
3 7 7 , 0 0 0
5 0 , 0 0 0
6 9 4 , 4 0 0
4 6 3 , 6 0 0

1 , 5 8 5 , 0 0 0
7 , 9 3 1 , 0 0 0
2 2 6 , 0 0 0
2 3 , 0 0 0
1 9 9 , 0 0 0
6 5 , 0 0 0
5 1 3 , 0 0 0
6 3 , 0 0 0
7 4 , 0 0 0
1 3 7 , 0 0 0
1 3 7 , 0 0 0
2 8 9 , 0 0 0
2 7 3 , 0 0 0
8 8 , 0 0 0
6 5 0 , 0 0 0

1 , 6 0 6 , 0 0 0

皆　増

皆　増

皆　増

皆　増
皆　増

皆　減
皆　減

皆　減

73.834



■警戒区域ハザードマップ：土砂災害防止法8条3項に定められた、市町村が作成するハザードマップ

市町別土砂災害危険箇所数とソフト対策の実施状況 （平成30年3月31日 現在）

❻

特集

下田市
東伊豆町
河津町
南伊豆町
松崎町
西伊豆町
　小　　計
熱海市
伊東市
　小　　計
沼津市
三島市
御殿場市
裾野市
伊豆市
伊豆の国市
函南町
清水町
長泉町
小山町
　小　　計
富士宮市
富士市
　小　　計
静岡市
　小　　計
島田市
焼津市
藤枝市
牧之原市
川根本町
吉田町
　小　　計
磐田市
掛川市
袋井市
菊川市
御前崎市
森町
　小　　計
天竜区
天竜区以外
　浜松市計
湖西市
　小　　計

所管
土木 市町名

下田

沼津

富士

静岡

袋井

浜松

土砂災害危険箇所数

土石流 地すべり 急傾斜地 計

土砂災害警戒区域指定状況

土石流 地すべり 急傾斜地 計

警戒区域
ハザード
マップ

合　　計

島田

熱海

あなたのまちの安全度あなたのまちの安全度
　静岡県は、山地が多く、地形的に急峻で、脆い地質が全県的に分布し、18,581箇所もの土砂災害危険箇所があります。
　県では、土砂災害から県民の生命・身体を守るため、砂防堰堤･擁壁などの土砂災害防止施設の整備（ハード対策）ととも
定や、住民への危険箇所の周知（ハザードマップの配布等）、土砂災害警戒情報伝達機器の整備などのソフト対策を合わせた、

261
32
110
298
107
93
901
105
105
210
129
21
30
53
586
143
37
2
2
47

1,050
109
54
163
1,021
1,021
240
33
236
41
59

609
97
282
50
92
16
93
630
353
221
574
5

579
5,163

8
5
1
1
1
16
1
2
3

12
2
1

15
2
2
4
32
32
46
1
38
5
10

100

25

4
1
17
47
117
20
137

137
354

348
65
131
277
144
137
1,102
189
248
437
253
102
21
61
590
314
105
16
32
82

1,576
293
175
468
2,039
2,039
545
61
511
421
198
13

1,749
254
1,119
292
625
353
463
3,106
1,016
1,339
2,355
232
2,587
13,064

609
105
246
576
252
231
2,019
295
355
650
382
123
51
114
1,188
459
143
18
34
129
2,641
404
231
635
3,092
3,092
831
95
785
467
267
13

2,458
351
1,426
342
721
370
573
3,783
1,486
1,580
3,066
237
3,303
18,581

255
31
103
289
104
90
872
103
107
210
114
22
30
43
487
120
5
2
2
47
872
96
53
149
918
918
205
29
235
39
42

550
94
146
37
54
16
67
414
282
164
446
2

448
4,433

6
5
1
1
1
14
1
2
3

1

1

1
1
1
1
21

21

2

2
67

67

67
110

344
63
100
273
127
132
1,039
169
219
388
183
65
7
34
383
221
20
17
35
57

1,022
271
165
436
1,812
1,812
507
61
500
303
163
12

1,546
248
873
237
479
349
367
2,553
872
1,044
1,916
163
2,079
10,875

599
100
208
563
232
223
1,925
273
328
601
297
87
37
77
870
342
25
19
37
104
1,895
367
219
586
2,731
2,731
733
90
735
342
205
12

2,117
342
1,021
274
533
365
434
2,969
1,221
1,208
2,429
165
2,594
15,418

550
77
25
393
221
211
1,477
232
303
535
245
87
37
77
484
286
11
19
38
104
1,388
338
211
549
2,593
2,593
733
73
620
342
6

173
1,947
270
990
202
468
325
395
2,650

1,812
165
1,977
13,116



■土石流危険渓流はH15公表による危険渓流Ⅰ　■急傾斜地崩壊危険箇所はH15公表による危険箇所Ⅰ

市町別ハード対策（土砂災害防止施設の整備）の実施状況

静岡県の土砂災害情報は、

でご覧になれます。

❼

（平成30年3月31日 現在）

土石流 急傾斜地 合　　　計地すべり
採択可能
渓流数

概　成
渓流数

整備率
（ ％ ）

採択可能
箇所数

概　成
箇所数

整備率
（ ％ ）

採択可能
箇所数

概　成
箇所数

整備率
（ ％ ）

採択可能
箇所数

概　成
箇所数

整備率
（ ％ ）

所管
土木 市町名

下田市
東伊豆町
河津町
南伊豆町
松崎町
西伊豆町
　小　　計
熱海市
伊東市
　小　　計
沼津市
三島市
御殿場市
裾野市
伊豆市
伊豆の国市
函南町
清水町
長泉町
小山町
　小　　計
富士宮市
富士市
　小　　計
静岡市
　小　　計
島田市
焼津市
藤枝市
川根本町
牧之原市
吉田町
　小　　計
御前崎市
磐田市
掛川市
袋井市
菊川市
森町
　小　　計
天竜区
天竜区以外
　浜松市計
湖西市
　小　　計

下田

沼津

富士

静岡

袋井

浜松

合　　計

島田

熱海

に、「土砂災害防止法」に基づく土砂災害警戒区域等の区域指
総合的な土砂災害対策を進めています。

94
16
53
119
71
64
417
91
82
173
96
15
8
23
328
74
14
2
1
35
596
66
48
114
540
540
83
13
69
23
13

201
1
20
39
7
9
23
99
128
43
171

171
2,311

17
8
14
11
7
18
75
17
24
41
20
2
6
10
58
4
4
1

10
115
18
17
35
132
132
17
7
28
4
12

68

1
2

2
6
11
50
9
59

59
536

18.1
50.0
26.4
9.2
9.9
28.1
18.0
18.7
29.3
23.7
20.8
13.3
75.0
43.5
17.7
5.4
28.6
50.0

28.6
19.3
27.3
35.4
30.7
24.4
24.4
20.5
53.8
40.6
17.4
92.3

33.8

5.0
5.1

22.2
26.1
11.1
39.1
20.9
34.5

34.5
23.2

6
5
1
1
1
14
1
2
3

8
1
1

10
1
1
2
11
11
26
1
27

2

56

11

5
16
66
5
71

71
183

1
2
1
1

5

1
1

1

1

1
1
4
4
7
1
9

3

20

7

1
2
10
24
4
28

28
70

16.7
40.0
100.0
100.0

35.7

50.0
33.3

12.5

10.0

100.0
50.0
36.4
36.4
26.9
100.0
33.3

150.0

35.7

63.6

40.0
62.5
36.4
80.0
39.4

39.4
38.3

164
38
44
131
77
67
521
95
110
205
128
39
3
24
148
82
32
11
18
37
522
81
55
136
654
654
132
25
117
33
57
3

367
33
33
102
30
84
26
308
306
281
587
54
641
3,354

32
8
13
40
22
20
135
14
26
40
73
16

6
43
31
7
1
3
21
201
23
31
54
300
300
70
20
62
14
25
2

193
18
4
26
11
35
4
98
80
65
145
9

154
1,175

19.5
21.1
29.5
30.5
28.6
29.9
25.9
14.7
23.6
19.5
57.0
41.0

25.0
29.1
37.8
21.9
9.1
16.7
56.8
38.5
28.4
56.4
39.7
45.9
45.9
53.0
80.0
53.0
42.4
43.9
66.7
52.6
54.5
12.1
25.5
36.7
41.7
15.4
31.8
26.1
23.1
24.7
16.7
24.0
35.0

258
60
102
251
149
132
952
187
194
381
224
54
11
47
484
157
47
13
19
72

1,128
148
104
252
1,205
1,205
241
39
213
56
72
3

624
34
53
152
37
93
54
423
500
329
829
54
883
5,848

49
17
29
52
30
38
215
31
51
82
93
18
6
16
102
35
11
2
3
31
317
41
49
90
436
436
94
28
99
18
40
2

281
18
5
35
11
38
12
119
154
78
232
9

241
1,781

19.0
28.3
28.4
20.7
20.1
28.8
22.6
16.6
26.3
21.5
41.5
33.3
54.5
34.0
21.1
22.3
23.4
15.4
15.8
43.1
28.1
27.7
47.1
35.7
36.2
36.2
39.0
71.8
46.5
32.1
55.6
66.7
45.0
52.9
9.4
23.0
29.7
40.9
22.2
28.1
30.8
23.7
28.0
16.7
27.3
30.5



県の計画作成支援体制

土砂災害に対する土砂災害に対する

警戒避難体制整備促進の取り組み

❽

土砂災害警戒区域等の指定1

3

2

　「土砂災害・全国防災訓練」は、集中豪雨等による土砂災害が発生した場合に備え、警戒避難体制の確認と防災
意識の高揚を目的に、県内35市町で実施する予定です。土砂災害警戒情報の発表後に住民が避難所まで避難するな
ど、実践的な訓練を主体に構成され、今年度は要配慮者利用施設との連携に重点を置くほか、ハザードマップを活
用した「避難場所」・「避難経路」の現地確認、要配慮者の避難の支援、土砂災害防止講習会なども実施します。

「土砂災害・全国防災訓練」の実施 ： 平成30年6月3日（日）

要配慮者利用施設の避難確保計画作成に向けた支援
　平成29年6月に土砂災害防止法が改正され、土砂災害警戒区域
内にある要配慮者利用施設であって、利用者の円滑かつ迅速な
避難を確保する必要があるとして市町地域防災計画に記載され
た施設では、避難確保計画の作成及び避難訓練の実施が義務付
けられました。
　静岡県では、庁内関係
部局が連携する要配慮者
利用施設の避難確保計画
作成等の支援体制を構築
し、市町が主催する施設
管理者向け講習会や職員
向け勉強会への講師派遣
等を行っています。

4 土砂災害防止講習会等の実施
　土砂災害による被災を免れるためには、住民の「日頃の備えと早めの避難」が重要です。このため、静岡県で
は、土砂災害の恐ろしさ、ハザードマップの活用方法、気象情報や防災情報により取るべき避難行動など防災知識
についての土砂災害防止講習会や小中学校への出前講座などを行っています。
　県職員が説明に伺いますので、市町で実施している防災訓練や防災講座等に積極的に御活用してください。

　静岡県は、土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定を行っています。平成29年度は1,088区域を指定
し、累計で15,418区域となっています。（P6「あなたのまちの安全度」参照）。
　指定箇所について、市町は、警戒区域ごとの警戒避難体制に関する事項、要配慮者利用施設への情報伝達方法な
どを地域防災計画に定め、ハザードマップ等の印刷物を作成・配布することになっており、平成29年度末までに指
定区域の85.1％にあたる13,116箇所のハザードマップの作成配布が完了しています。
　静岡県は、ハザードマップの作成事例や「土砂災害警戒区域における警戒避難体制整備ガイドライン」を配布す
るなど、市町を支援しています。
　指定区域は、砂防課・関係土木事務所・関係市町で縦覧するほか、砂防課ウェブサイトで順次公開しています。

避難確保計画作成研修会（藤枝市）



平成29年度 土砂災害防止講習会：24市町で32回実施　3,318人が参加

❾

33人
68人
78人
23人
126人
93人
81人
117人

開催日
6月 3日

6月 4日

主　体
南伊豆町
下 田 市
東伊豆町
河 津 町
松 崎 町
西伊豆町
熱 海 市
沼 津 市

人　数
260人
169人
79人
54人
81人
450人
250人
109人

開催日

6月 4日

6月 9日
6月18日
6月29日

主　体
磐 田 市
袋 井 市
菊 川 市
森 　 町
浜 松 市
下 田 市
掛 川 市
藤 枝 市

人　数
29人
81人
300人
43人
26人
33人
30人
50人

開催日
7月10日
11月 9日
11月25日

12月 3日

12月 7日
2月 1日
2月 3日

主　体
静 岡 市
藤 枝 市
藤 枝 市
下 田 市
御前崎市
島 田 市
藤 枝 市
沼 津 市

人　数
67人
117人
95人
66人
50人
150人
70人
40人

開催日

6月 4日

主　体
裾 野 市
伊豆の国市
函 南 町
富士宮市
島 田 市
焼 津 市
藤 枝 市
牧之原市

人　数

　　　　　  「土砂災害警戒情報」で「早めの避難」
　　　　　  ●土砂災害警戒情報を確認する！

　「土砂災害警戒情報」は今後の大雨により土砂災害の発生の危険性が高まった地域（市町）において、静岡県と静
岡地方気象台が共同で発表するもので、地デジ、パソコン、携帯電話等により確認することができます。
　土砂災害から命を守るためには、刻々と変化する気象情報をいち早く確認し、早めの避難行動を起こすことが重
要です。

※サイポスレーダー（http://sipos.pref.shizuoka.jp）
・土砂災害警戒情報等の発表状況を見ることができます。

※土砂災害警戒情報補足情報システム
　（https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?mp=9004-1）
・県内市町の土砂災害に対する切迫性を見ることができます。

パソコンで確認！！

※サイポスレーダースマートフォン版
　（http://sipos.pref.shizuoka.jp）
※サイポスレーダー携帯電話版
　（http://sipos.shizuoka2.jp/m/）

スマートフォン版

スマートフォン版

携帯電話版

・土砂災害警戒情報
の発表文を見るこ
とができます。

携帯電話で確認！！！

活用しよ
う！！

土砂災害警戒情報の他に、県内の
雨量・水位・天気予報などの気象
状況を見ることができます。

・下記コードを携帯電話で読み取ってください。

5

「地図データ©2015Google,ZENRIN」

「地図データ©2015Google,ZENRIN」「地図データ©2015Google,ZENRIN」「地図データ©2015Google,ZENRIN」
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｢土砂災害防止に関する絵画・作文｣
優秀作品の表彰

｢土砂災害防止に関する絵画・作文｣
優秀作品の表彰

平成29年度

　土砂災害防止月間の取組みの一環である「土砂災害防止に関する絵画・作文」を募集したところ、静
岡県内では、79点の作品の応募がありました。国土交通省及び県による審査の結果、９作品が入賞しま
した。
　３月23日（金）に県庁で行われた表彰式では、ご家族の方々が見守る中、入賞された皆さんに表彰状が
授与されました。

静 岡 県 知 事 賞

静岡県交通基盤部長賞

国土交通事務次官賞

裾野市立西中学校

静岡市立東豊田中学校

1年 江口　空良

浜松市立可美中学校

焼津市立豊田中学校

裾野市立西中学校

袋井市立周南中学校

2年

3年

2年

落合　彩夏

林　　千智

松下　沙矢

3年 後藤　郁美

3年 夏目　　駿

はやし　　　　　　ち　さと

　え　ぐち　　　　そ　　ら

　ご　とう　　　いく　み

　さ　　の　　　　あや　ね

いし　い　　　　かず　き

かわ　ぐち　も　　も　　か

中学生
絵画
中学生
作文
中学生
絵画
中学生
絵画
中学生
絵画
中学生
絵画

なつ　め　　　　　　しゅん

おち　あい　　　あや　か

静岡市立森下小学校

静岡大学教育学部附属静岡中学校

浜松市立引佐南部中学校

3年 川口萌々香

1年 石井　和希

2年 佐野　文音

小学生
絵画
中学生
作文
中学生
絵画

賞 学校名 学年 受賞者名部門

■栄えある受賞者のみなさん

※学校・学年は応募当時のものです。 （敬称略）

全国治水砂防協会
静 岡 県 支 部 長 賞

まつ　した　　　　さ　　や

受賞者と交通基盤部長、河川砂防局技監の集合写真 国土交通事務次官賞の川口萌々香さんの表彰風景
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国土交通事務次官賞〈作文の部〉

　七月上旬、七夕の前々日のことであった。九州北部が記録的豪
雨にみまわれ、甚大な被害が及んだ。そして報道番組や新聞で、
現地の様子や被害状況が連日伝えられ、自然の恐ろしさを目の当
たりにしたのである。
　がけ崩れによりむき出しになった山肌。その土砂により川がせ
き止められてしまい、行き場を失った泥水が街を飲み込んだ。寸
断された道路や流された鉄橋、線路。瓦礫の合間に見える民家
の屋根。おびただしい数の流木で埋め尽くされた交差点。流木は
更に海にまで達し、漁業にも影響が及んだ。恐怖としか言いよう
のない濁流。その映像の中には、孤立した地域の方が自宅の二階
に避難しながら撮影されたものもあり、撮影者の身の危険がひし
ひしと感じられた。これらを見て、地球が牙を剥いて襲いかかっ
てきたかのように思えてならなかった。そしてぼくは、思った。
（心が震えるようなこの感情は何だろう。）
少し考え、東日本大震災の津波の映像を見た時の幼い頃の記憶
が浮かんだ。当時幼稚園児だったぼくは、この世の出来事とは思
えない恐ろしさを受け止めきれず、心の中を洗濯機の渦のように
掻き回されているような思いだった。ぼくは、その時と同じような
感情を抱いていた。地球が怒っている。人は、自然を前にしてな
んて無抵抗なのだろうと…
　九州北部が豪雨にみまわれた十日ほど後、静岡県内でも大雨
が降り、通学の足である東海道線が一時運転見合わせとなった。
ぼくが通学で利用する富士駅からしばらくの区間は、みかん畑や
小高い山 と々駿河湾が線路沿いに続く、のどかな風景だ。この静
岡県らしい風景が、土砂災害にみまわれる危険があると、電車の
運転見合わせによって気付くことが出来た。おまけに自分の危機
管理能力の低さにも気付き呆れてしまった。そしてこれらのこと
が大雨による土砂災害について考えるきっかけとなった。
　県内の土砂災害について調べてみようと、静岡県のホームペー
ジにアクセスしてみた。県のホームページは、興味深い情報が満
載の為、ついあちこち寄り道してしまったが「交通基盤部河川砂
防局砂防課」が県内の土砂災害防止に努めていることがわかっ
た。驚いたことにホームページには、「土砂災害マップ」「土砂災
害（特別）警戒区域指定状況について」「土砂災害一一○番連絡

窓口」「土砂災害と対策について」などぼくがあれこれとここで書
き記すよりも、とにかくホームページを静岡県内の皆さんに観ても
らいたいという一言に尽きる内容だった。
　県内には、土砂災害警戒区域が一万三千五百か所。特別警戒
区域が一万五百三十四か所もあると知ることができた。ぼくの予
想を遥かに超えた多さに驚いた。
　両親が住んでいた社宅の裏には、屋根よりも何倍も高い斜面
があったから、台風の時は怖かったと以前聞いたのを思い出し
た。もしかしてと思いその場所を土砂災害危険箇所マップで確認
してみると、やはり急傾斜地崩壊危険箇所の色付けがされてい
た。母もそのマップを見て
「きちんと調査されているのね。」
と感心していた。当然、ぼくの通学区間である東海道線沿線もこ
のマップでは様々な危険があると記されていた。このように知る
べき情報があるのに今まで知らなかったことがもったいないと思
った。情報は、必要な人に行き渡ってこそ活きると思う。ぼく達は、
もっともっと知る努力と知らせる努力が必要ではないだろうか。
　さて、土砂災害について考えるにあたって大切なのは命を守る
ことだとぼくは思う。自然の力に立ち向かい土砂災害を防ぐこと
は出来ないが、命を守る為に出きることはあるはずだ。例えば早
めの避難は、建物は守れずとも命だけは守ることができる。では、
命を守る為にぼく達がしなければいけないことは、何だろう。
　まず事前にすべきこととして、身近な危険箇所を知り、いざとい
う時はどうするか家族で話し合わなければいけない。更に、お年
寄りや小さな子など手助けが必要な家族を孤立させない為にも、
日頃から近所の方 と々コミュニケーションをとりながら防災意識を
高められれば地域一帯の安全も向上するだろう。
　次に、長雨や大雨の時は、テレビやラジオの気象情報・自治体
の情報に注意深く耳を傾ける。更に、自分の住んでいる所だけで
なく周辺の気象情報にも注意すると、河川の増水も予測でき、早
めの行動がとれるだろう。土砂災害の多くが雨によってひき起こ
されることをぼく達は、常に忘れてはならない。
　最後に最も大切なのは、ためらわずに避難する「命を守る為の
決断」ではないだろうか。

「命を守る為の決断」　 静岡大学教育学部附属静岡中学校 1年　 石井　和希 さん

静岡県知事賞〈絵画の部〉国土交通事務次官賞〈絵画の部〉

裾野市立西中学校 1年
江口　空良 さん

静岡市立森下小学校 3年
川口 萌々香 さん

浜松市立引佐南部中学校 2年
佐野　文音 さん
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　３月13日（火）に、「第６回富士山火山噴火緊急減災対策検討会」が山梨県富士山科学研究所で開催されました。検討会
では、関係機関に「富士山火山噴火緊急減災対策砂防計画」（以下「砂防計画」という）の説明を行い、公表されました。
　「砂防計画」は国土交通省富士砂防事務所、山梨県、静岡県の３者で火山噴火に伴う土砂災害の被害を軽減（減
災）するため、噴火時に実施する緊急ハード対策・ソフト対策と平常時から実施する基本対策をとりまとめた計画
であり、対象とする土砂移動現象は、降灰後の土石流、融雪型火山泥流、溶岩流の３種類となっています。「砂防計
画」策定にあたり、学識経験者、行政関係者で構成する「富士山火山砂防計画検討会」（委員長：池谷浩）において
審議し、承認されたものです。
　なお、この「砂防計画」は、静岡県と山梨県の二県にまたがり、高度な技術力と巨額な費用が必要となることか
ら、平成30年度からは、富士山麓全域を対象に富士砂防事務所が実施していきます。

対象とする土砂移動現象

対策の考え方
Ø

Ø

Ø

Ø

緊急ハード対策
Ø

Ø

Ø

Ø

緊急減災対策の実行性向上に向けた取組
Ø

Ø

Ø

Ø

緊急ソフト対策
Ø

Ø

　・
　・
　・

Ø
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松 崎 町 産業建設課

川 根 本 町

桜葉の漬け込み

７大イベントのひとつ（雲見海賊料理まつり）

　松崎町は、伊豆半島西海岸に位置し、西は駿河湾、北東南の
三方は天城山系に囲まれ、変化に富んだ海岸線をはじめ、豊か
な自然環境を有し、古くから西伊豆の経済・文化の中心として
栄えてきた町です。
　昭和53年から「花とロマンのふる里づくり」をシンボルテー
マに、全町で「花いっぱい運動」に取り組み、地区・団体で管
理する花壇、河川・道路沿いに植栽された樹木、住民参加によ
る年３回の町内一斉清掃など、快適で美しい環境づくりを進め
ています。
　また、地域のコミュニティづくりや活性化を図る「７大イベ
ント」、歴史と文化を生かした拠点施設「伊豆の長八美術館」
「重要文化財岩科学校」「道の駅 花の三聖苑」など、「豊かな自
然や歴史など地域の特性を活かした、個性的で潤いのあるまち
づくり、住んでいる人が誇りに思えるまちづくり」を推進して
います。
　平成８年度からは、町の恵まれた自然、文化、歴史、産業を
活用した体験型の観光地を目指し、都市住民と農山漁村の交流
を通した「全町まるごとふるさと」のグリーンツーリズムを推
進し、現在、小・中学校を対象に海の体験による修学旅行等の
受け入れも行っています。
　平成25年に農山村の景観や文化を守り、美しい地域づくりを
推進することを目的とした「日本で最も美しい村」連合に加盟
し、「なまこ壁の建造物」「塩漬けの桜葉」「石部の棚田」を地域
資源としたまちづくりを進めています。

建設課

徳山の盆踊

秋の夢の吊橋（寸又峡）

　川根本町は、静岡県のほぼ中央に位置する中山間地域で、人口は約7,000人、高
齢化率は約47％と、御多分に漏れず少子、高齢化による過疎化が進んでいます。
　一方、面積496.9㎢の約94％を森林が占め、町を南北方向に貫流する大井川
沿いは、本町の特産品である川根茶を産む、茶園風景が広がる自然豊かな環境
にあります。この恵まれた環境の中で、川根茶を毎日飲んでいるためか、静岡
県が独自に算出していますお達者度では、平成26年度に男性が１位、女性が２
位になるなど、元気なお年寄りが大勢いらっしゃいます。ちなみに本町では、
65歳ぐらいまでは「若い衆」になります。
　また、光岳（てかりだけ）周辺の大井川源流部原生自然環境保全地域は、日本

で唯一のアプト式列車が走
る、大井川鐵道南アルプス
あぷとライン、死ぬまでに
渡りたい世界の徒歩吊橋ト
ップ10に選ばれました寸又
峡の「夢の吊橋」、国の重
要無形民俗文化財の指定を
受ける、「徳山の盆踊」など、本町でなければ体験できない独自
の景観や地域文化を有しています。
　このほかにも温泉やSLなど、皆様に紹介したいものがたくさ
んあり、とても紙面では書ききれません。「川根本町」で検索い
ただき、本町にお越しください。

松崎町

川根本町



I N F O R M A T I O N

14

建設業の就職前準備研修が富士山の「大沢遊砂地」で実施

第22回静岡県砂防ボランティア協会総会及び研修会

第５8回砂防および地すべり防止講習会

　１月30日（火）に、「平成29年度（第22回）静岡県砂防ボランティア協会総会及び研修会」をクーポール会館（静岡市）
で開催しました。
　総会では、会員の土砂災害・全国防災訓練及び急傾斜地パトロール等
への参加、並びに会長の全国連絡協議会及び砂防ボランティア全国の集
い（愛知県豊田市）への出席などの平成29年度の活動報告と平成30年度の
活動予定の確認、役員改選及び新規会員の紹介がありました。
　総会終了後、北沢砂防課長による「静岡県の砂防を取り巻く状況」と
題した研修を行いました。 総会の様子

　３月６日（火）に、富士教育訓練センターによる来年度の建設業への新規入職予定者を対象とした「就職前準備研
修」が富士山の「大沢遊砂地」で実施されました。
　本研修では、国土交通省富士砂防事務所、静岡県、建設ICT導入普及研
究会、（一社）日本建設機械施工協会が協力し、日本最大級の規模を誇る砂
防施設「大沢遊砂地」の説明やICT土工建機のデモンストレーション、ドロ
ーンを用いた写真測量やレーザー測量の説明などが行われました。
　また、県からは交通基盤部が戦略的広報として取り組む「静岡どぼくら
ぶ講座」により、「社会インフラの意義」や「土木の仕事」のやりがい、誇
りについて説明を行いました。 ドローンによる写真測量研修

　３月20日（火）、「第３回伊豆東部火山群火山噴火緊急減災対策砂防計画
検討会」を熱海市の県総合庁舎で開催しました。今回の検討会では、火
山噴火に対し、緊急時に実施する対策を検討しました。今後は、平常時
からの準備が必要な事項について検討を行い、緊急減災対策砂防計画を
策定する予定です。

検討会の様子

　２月15日（木）・16日（金）に、「第58回砂防および地すべり防止講習会」が砂防会館別館（東京都）で開催されました。
　講習会に先立ち、砂防行政の発展及び砂防技術の向上に多大な功績が
あった方々に贈られる赤木各賞の授与式が行われ、静岡県関係では元砂
防統括監の武田晴夫氏に赤木顕功賞が授与されました。
　講習会では、北海道大学大学院農学研究院の丸谷知巳特任教授の「学
と術のはざまで砂防を考える」と題する特別講演や栗原砂防部長の「こ
れからの砂防行政」、澁谷福岡県東峰村長の「平成29年九州北部豪雨災
害を経験して」など、砂防全般にわたった幅広い講演がありました。 武田晴夫氏受賞

第3回伊豆東部火山群火山噴火緊急減災対策砂防計画検討会
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第１回静岡県土砂災害警戒避難基準雨量検討委員会

第8回富士山火山防災対策協議会

口坂本地すべり基本計画検討委員会、口坂本No.2地すべり対策技術検討会

　３月27日（火）に、火山専門家、国、静岡・山梨・神奈川県、市町村等の関係機関による「富士山火山防災対策協
議会」が山梨県富士河口湖町の勝山ふれあいセンターさくやホ
ールで開催されました。
　当協議会は平成27年の活火山法の改正を受けて、昨年度、
法定協議会に改組されたもので、今回は平成29年度の協議会
の事業報告、平成30年度の事業計画（案）、「富士山広域避難計
画」の改正について説明があり、承認されました。
　また、避難確保計画の作成にあたり、事務局から協議会の統
一基準についての提案があり、承認されました。 協議会の様子

　３月29日（木）に、第１回静岡県土砂災害警戒避難基準雨量検討委員会を、県庁で開催しました。
　土砂災害警戒情報は、土砂災害から県民の生命及び身体を保護するため、平成19年６月から静岡県と静岡地方気
象台と共同で運用を行っています。
　土砂災害警戒情報の運用開始から10年が経過し、降雨や土砂災害の発生データ、土砂災害警戒情報による土砂災
害の捕捉状況等のデータが蓄積されてきたことから、現行の発
表基準の精度向上を図るため、発表基準の見直しを行うことと
し、本委員会を設置しました。
　委員会は、砂防学や気象学の専門家に加え、情報を活用する
行政機関及び県で構成し、土砂災害警戒情報の運用実績や現行
基準の課題と見直し方針について検討しました。
　今後は、検討結果を基に土砂災害警戒情報発表基準の見直し
（案）を作成する予定です。

　３月26日（月）に、口坂本地すべり基本計画検討委員会及び口坂本No.2地すべり対策技術検討会を、静岡土木事務
所で開催しました。
　「口坂本地区」は、静岡市葵区口坂本に位置し、昭和63年に地すべり活動が活発して以来、地下水排除工を中心
とした大規模な地すべり対策を実施しています。
　「口坂本No.2地区」は、「口坂本地区」に近接する地すべり防止区域で、顕著な地すべり変状が発生し、下流域へ
の影響も大きいことから、平成28年度より事業に着手してい
ます。
　検討委員会及び検討会は、静岡大学の土屋智教授と国立研究
開発法人土木研究所の藤平大上席研究員及び県で構成し、これ
までの地すべり観測による解析結果や今後の調査計画等につい
て検討しました。
　今後、検討いただいた結果に基づき、地すべり対策を進めて
いきます。

ＣＬ検討会の様子

口坂本・口坂本Ｎｏ．2検討会の様子
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井邑悟史
石野勝之

熱海土木 TEL：（0557）82－9172
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岩本仁志
永田浩司

沼津土木 TEL：（055）920－2212
FAX：（055）922－6684

藁科彰良
金子賢太
外山紘己

富士土木 TEL：（0545）65－2794
FAX：（0545）65－2270 常盤圭介
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島田土木 TEL：（0547）37－5272
FAX：（0547）37－6183 平野秀直

袋井土木 TEL：（0538）42－3216
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浜松土木 TEL：（053）458－7266
FAX：（053）458－7193

清水康弘
大石拓海

担 当 者

県砂防課では、出前講座および講習会を随時受付ております。

募 集・お 知 ら せ コ ー ナ ー

静岡土木 TEL：（054）286－9322
FAX：（054）286－9375

久木田真次
小松原健太

土砂災害防止に関する絵画・作文の募集

第11回　親子で大谷崩れの森づくり

16

第195号　発行日：平成30年4月15日
編集・発行：全国治水砂防協会静岡県支部
〒420ー8601 静岡市葵区追手町9番6号　静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課内
TEL（054）221ー3042　FAX（054）221ー3564　E-mail：sabo@pref.shizuoka.lg.jp

砂防だよりは砂防課ホームページでご覧いただけます。 http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-350/index.html

編 集・後・記
平成30年度がスタートしました。
昨年は、7月の九州北部豪雨をはじめ全国で、1,514件の土砂災害が発
生しました。安全に生活するために、土砂災害対策の重要性と難しさを
改めて実感しました。今年度も土砂災害防止に向け災害情報の提供な
ど、より良い誌面づくりに努めていきたいと思っております。

砂防協会事務局員　谷口友香

【表紙写真】

※砂防協会では表紙に掲載する静岡県
内の写真を募集しています。皆様の
ご協力をお願い申し上げます。詳し
くは、下記までお問い合せ下さい。

五月晴れ〈撮影地：富士宮市上野〉
曽根田　智さん（静岡県富士宮市）

【募集対象】
【応募方法】
【応 募 先】

　今年度も土砂災害の恐ろしさや土砂災害防止の重要性を伝えるため、絵画・作文を募集します。募集要領に
ついては、各小・中学校へ送付しますが、下記でもご覧いただけます。

小・中学生　　　　　　　　　6月1日（金）～9月15日（土）
作品には応募者の学校名（ふりがな）、学年、氏名（ふりがな）を明記してください。
〒420-8601　静岡市葵区追手町9番6号
静岡県交通基盤部砂防課　砂防班
TEL（054）221-3044　FAX（054）221-3564

【募集人員】
【参 加 費】
【問 合 せ】

　日本三大崩れの一つでもある大谷崩れ。今から300年程前の宝永地震によって崩壊したと言われています。
本来の自然を取戻すべく今もなお様々な工法によって緑化が行われています。今回は、この大谷崩れにみなさ
んの手で植樹し、植樹を通じて自然・山・水に触れて「いのちの大切さ」を学ぶことの出来る体験への参加を
お待ちしております。

60名
無料（昼食は各自用意してください）
いのちの森づくり静岡少年団を支援する会　TEL（054）246-7767

【集　合】静岡駅北口　8：45
【日　時】平成30年5月27日（日）　9：00～16：00（小雨決行）

【応募期間】

詳細は、砂防課ホームページからもご覧いただけます。
http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-350/index.html

さい。


